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【概 要】

動物の神経系の重要な機能の一つは感覚として入力された情報を変換し運動として出

力することにある。この情報変換の基本は、単純な反射行動であるが、実験室の外で観

察される感覚－運動の反射の多くは、同じ感覚入力に対して常に同じ運動が出力されて

いるわけではない。特に高等動物は、動物がおかれた状況により同じ入力に対しても異

なる運動を出力し、その場その場にふさわしい適切な運動や行動を行なっている。この

時、脳内では、感覚から運動への情報変換が高次脳機能により修飾を受け、状況にふさ

わしい行為が実現されていると考えられる。本研究では、感覚から運動への情報変換と

して視覚的眼球運動系を取り上げ、特に、感覚から運動への情報変換が比較的ストレー

トな形であらわれるオープンループ制御に着目する。眼球運動開始時の利得が状況によ

り変化する課題を動物が実行中にニューロン活動を記録し、この眼球運動に関係した脳

の様々な部位が、様々な状況下でどのように働くことで、この機能が実現されているか

を明らかにする。

【期待される成果】

短い潜時でおこる視覚的眼球運動制御系を対象とすることにより、感覚から運動への

情報変換のプロセスを理解し、高次脳機能により視覚から運動への情報変換が修飾され、

状況にふさわしい行動が実現するメカニズムについての知見を得ることが期待される。
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